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◆事務事業を構成する細事業の評価◆

平成27年度「市役所の仕事」花まる通信簿（平成26年度実績） 担当課 20社会教育課

Ｐｌａｎ 会計区分 一般会計 事業通番 17110 事務事業コード 2011

事務事業名 読書推進事業 開始年度 平成16 終了年度 未定

種類 ソフト事業（任意）
根拠
法令

図書館法
例規
等

佐渡市立図書館条例

将来ビジョン ５．佐渡活性化のための人材の育成・確保　(1)次世代を担う人材育成 H25：重点●政策○ -
H26教育行政方針 【社会教育の推進】　１．豊かな情報で生涯学び続ける　市民の島 H26：重点●政策○ -
H27教育行政方針 【社会教育の推進】　１．豊かな情報で生涯学び続ける 市民の島 H27：重点●政策○ -

事業
概要

図書館サービスの一環として、各種催しを行っている。
・ブックススタート事業・育児支援活動
・ボランティア養成講座等各種事業実施
・保育園・小学校・中学校・高校との連携（団体貸出他）
・図書館間相互貸借事業(県立図書館・新潟大学附属図書館・各公共図書館）
・幼児期から高齢者まで読書推進活動を実施

対象 市民

意図
（対象をど
のようにし
たいか）

幼児期から高齢者まで本に親しんでもらうために、おはなし会や読書週間に多彩な事業を展開。
また、図書館から遠い地域に移動図書館車を運行、読書の推進を図る。

Do

目標（成果）指標名
単位

25年度
実績値

26年度（評価年度） 27年度
目標値

28年度
目標値

31年度
目標値指標の算式 目標値 実績値

市民1人当たり貸出冊数
冊 3.3 4 4.1 4 4 4

全貸出冊数÷5月1日付け人口（59,101人)

枝
番

細事業名
H25

決算額
H26

決算額
H27当初
予算額

H28以降の
予算の方向性

H25実績値 目標値 実績値 H27目標値

重点
細事
業事業の方向性

1
移動図書館車運行賃金 315 352 400 予算 維持

目標（成果）指標名 単位

移動図書館車の運行回数 回 39 40 41 40 事業 維持

2
講師謝礼 10 10 10 予算 維持

人形劇公演数 回 2 1 1 1 事業 維持

3
ブックスタート事業・育児支援 317 337 349 予算 維持

○ブックスタート参加者数 人 328 400 340 400 事業 維持

4
図書購入費 7,200 9,643 9,300 予算 維持

◎図書購入冊数 冊 9189 9000 5431 4500 事業 維持

5
図書製本材料 50 100 100 予算 維持

- - - - - - 事業 維持

6
新聞、雑誌、加除 0 1,518 1,518 予算 維持

ー - - - - - 事業 維持

7
印刷製本費 61 60 予算 維持

- - - - - 事業 維持

事業費の合計（千円） 7,892 12,021 11,737

財
源
内
訳

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 7,892 12,021 11,737

Check Ａ ： 適正である　Ｂ  ：検討の余地あり　Ｃ ： 見直しすべき

枝
番

　細事業名 妥当性 有効性 効率性 課題と対策

1

移動図書館車運行賃金

Ｂ Ｂ Ａ

図書館から遠い地域へ読書を推進するためのサービス手段として移動図書
館車を運行しているが、利用者及び貸出数に地域差がある。今後、巡回す
る地域や方法の見直しを検討していく必要がある。

2

講師謝礼

Ｂ Ｂ Ａ

読書のきっかけ作りに、人形劇やお話し会など公演を通して読書に親しむ
工夫をしている。今後も継続を図りたい。

3

ブックスタート事業・育児支援

Ａ Ｂ Ａ

乳児健診時の事業、好評のため継続を図りたい。



4

図書購入費

Ａ Ｂ Ａ

市民の生涯学習を支えるため、市民ニーズや社会的動向に配慮し、鮮度の
高い資料を整備する必要があるため今後も適正購入に努めたい。

5

図書製本材料

Ｂ Ｂ Ｂ

図書の購入に伴い、貸出しするまでのラベルやバーコード貼り等の材料や
貴重な資料の修理に必要な製本材料の予算であるため減額は難しい。

6

新聞、雑誌、加除

Ｂ Ｂ Ａ

図書館に長時間滞在して新聞や雑誌などを読む利用者が増えており、ニー
ズは高いため、今後も継続を図りたい。

7

印刷製本費

Ｂ Ｂ Ａ

図書の貸出しに必要なバーコード印刷など

Action ◆今後の事務事業の方向性◆

評価（担当課長） 事業の方向性 維持 予算の方向性 維持

事業の方向性
（事業全体の課題や改善方策

など）

図書館運営に不可欠な図書資料の充実に努める。
また、図書館運営に必要な専任職員の確保に努める。


